
日本財団 東日本大震災支援基金 

「忘れないで!３１１」募金キャンペーン 
 
■目的 
東日本大震災から３年。消えることのない悲しみと、先のみえない避難生活の中で、おら

が街の復興、そして未来のために懸命に努力を続けている人たちがいます。 
一方で、彼らの活動を支えるための資金的な支援は縮小傾向にあるのが現状です。 
地元の復興を加速するために、私たちが支えていかなければいけない人たちがたくさんい

ることを忘れないでください。 
「忘れないで！３１１」は、今なお様々な困難にある被災者に対し、きめ細かい支援活動

を継続している民間団体に活動資金を届けるための募金活動です。 
 
■「忘れないで！３１１」募金活動の概要 
1.募金実施日時 
	
 ３月８日（土）	
 １２時～１６時	
  
	
 ３月９日（日）	
 １２時～１６時 
	
  
2.実施場所 
	
 新橋 SL広場	
 	
 	
 	
 鷲神熊野神社氏子総代会（宮城県宮城県牡鹿郡女川町）が参加 
有楽町駅周辺	
  	
 	
 女子の暮らしの研究所×peach heart（福島県郡山市、福島市）が参加 
品川駅周辺	
 	
  	
 	
 （特）石巻復興支援ネットワーク（宮城県石巻市）が参加 
新宿駅周辺	
 	
 	
 	
  8日： いしのまきカフェ「	
 	
 」（宮城県石巻市） 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  9日：（特）石巻復興支援ネットワーク（宮城県石巻市） 
ボートレース平和島 竹浦実業団（宮城県宮城県牡鹿郡女川町）が参加 
戸越銀座商店街	
 	
  小乗浜実業団（宮城県宮城県牡鹿郡女川町）が参加 

	
  
3.参加団体（順不同） 
	
 日本財団、ＢＯＡＴＲＡＣＥ振興会、日本モーターボート選手会、日本モーターボート 
競走会、全国施行者協議会、日本音楽財団、GAKUVO、日本海事科学振興財団、日本レ 
ジャーチャンネル、日本太鼓財団、海洋政策研究財団、日本ゲートボール連合、笹川ス 
ポーツ財団、笹川記念保健協力財団、日本科学協会、B&G財団、笹川平和財団、東京財 
団、社会貢献支援財団、東京 BMC、いしのまきカフェ「	
 	
 」、（特）石巻復興支援ネ
ットワーク、女子の暮らしの研究所×peach heart、小乗浜実業団、竹浦実業団、鷲神熊
野神社氏子総代会、（特）CANPANセンター 



 
■募金の使途 
募金は以下の目的に日本財団または NPO法人等の行う支援活動に利用します 
 
自分たちのまちづくりに主体的に取り組もうとする活動を幅広く支援します。 
①水産業に関する支援	
 

大きな被害を受けた東北の基幹産業である水産業。担い手の流出や風評被害を乗り越え	
 

て、六次産業化を目指していくための支援を行います。 
	
 

②未来を担う若者の支援	
 

若者離れが進む被災地。地域の未来に向けた次世代のチャレンジを応援します。	
 

	
 

③仮設住宅等でのコミュニティ形成支援	
 

未だ続く仮設住宅等での暮らし。一人一人が支え合う、人にやさしいコミュニティをつ	
 

くるための支援を行います。	
 	
 

	
 

④地域伝統文化・祭りに対する支援	
 

津波で失われた町に息づく伝統文化を取り戻すための支援を行い、地域の結束を強くし	
 

ます。	
 	
 

 
■募金の結果の報告 
	
 募金終了後、速やかに集計し HPにてご報告いたします。 
 
■募金の実施主体	
  
団体名	
 公益財団法人	
 日本財団 

会長	
 笹川陽平 
住所	
 東京都港区赤坂１-２-２ 
TEL	
 ０３-６２２９-５１１１ 
 


